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要　　旨

　書字困難児に対して不適切な対応が為されると、書字への抵抗が強まり学習意欲の低下を引き起こす

ことがある。そこで、本研究では小学生の書字困難児 4名を対象に、書字困難児の認知行動的特徴と経過

との関連について検討した。その結果、共通する認知行動面の困難としてワーキングメモリ、巧緻性、

目と手の協応、視覚認知の困難と不注意が認められた。また、共通する経過として、学習する漢字がより

複雑になり、自己客観視が可能となる小学 3 年時頃より、自尊心が低下し、学習意欲が低下することが

認められた。加えて、行動面の困難として多動と対人関係にも困難を有すると、不適応の原因を見極める

ことが難しく、書字への支援が遅れ、学習意欲の改善が著しく困難になることが示唆された。従って、

多動と対人関係の困難が目立つ場合でも、書字困難への対応を後回しにしないことが重要と思われる。

キーワード：書字困難，認知的特徴，行動特徴，学習意欲

Ⅰ．問題

　学習障害（以下 , LD）の中核症状の1つに書字

の困難がある。書字の困難には、鏡像文字・字体

の変形・創字・見たばかりの字形の想起困難・黒

板の字の書き写し困難が認められている（石井，

2004）。さらに、書字の困難には、文字を正しく

書けないことだけではなく、素早く書くことの難

しさも含まれる。これら多様な困難の背景には、

視覚認知（都築ら，2016）、視覚性記憶（玉村ら，

2009）、視運動協応（奥村・若宮，2010）、運動覚

（Kushki et al., 2011）、巧緻性（大庭・佐々木，

1990）など多様な機能の困難が考えられている。

このような多種の機能の困難が複雑に絡み合うこ

とで書字の困難は生じているため、一口に書字困

難といってもその背景要因は事例により異なり、

その症状や程度も様々である。

　書字困難は自閉スペクトラム症（以下，ASD）

や注意欠如・多動症（以下，ADHD）など、ほかの

発達障害との併存率が高い。小児科外来受診例を

対象として読み書き困難と診断された小・中学生

の子どもの併存症を調べた研究では、読み書きに
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困難のある子どもの約 34.0％は広汎性発達障害

（以下，PDD）と、約 71.7％は ADHD と併存して

いることが示されている（藤岡ら，2014）。また、

読み書きに困難のある小・中学生の子どもの併存

症状への教師の気づきの度合いを調査した研究では、

読み書き困難のみと診断されている場合、教師か

ら読み書きの困難が挙げられたのは約 85.7% で

あったのに対し、PDD や ADHD などの併存症が

あった場合には、約 34.2% に下がることが示さ

れた（藤岡ら，2015）。教師は学習面の困難に比

べて多動衝動性がある場合に指導の難しさを感じ

やすく、行動面への対応を優先するため、行動面

での困難を伴う併存症があると、読み書きの困難

が特に気がかりなこととして挙がりにくくなると

指摘している。

　藤岡ら（2015）の研究は読み書き困難児に対す

る研究であるが、書字にのみ困難がみられる子ど

もの場合は、学習面の困難により気づかれにくく

なることが推察される。書字困難児は文字を全く

書くことができないわけではなく、字形が崩れ文

字が汚くなったり、素早く書けなかったり、仮名

文字や簡素な字形の漢字は書けても複雑な字形の

漢字は書けないといった事例が多い。そのため、

学校現場では、書字に困難がないものの文字が汚

い子どもとの区別が難しく、読みの困難以上に気

づかれにくく対応が遅れがちになる可能性がある。

　書字困難への気づきが遅れると、書字に関する

個別の支援は行われず、書字困難児に対しても集

団での一律の書字学習が行われ、書字の困難がな

い子どもと同様に書くことが求められる。小学校

低学年の教師を対象に、通常学級における書字の

一斉指導の方法を調査した研究では、「なぞり書

き」の実施率は 78.3％、「手本文字の視写」の実

施率は 73.9％であり、学校現場における書字学習

は、未だになぞり書きや視写を用いた繰り返し書

いて覚える方法を用いているところが多いことが

報告された（岡本ら，2017）。書字の困難に気づ

いてもらえない子どもは、書字学習として著しく

苦手な書く動作を何度も強いられるため、書字学習

に対する意欲の低下や書字への著しい抵抗を招いて

しまうことがある。

　以上より、書字に困難を抱える子どもは困難の

背景や症状は様々であり、ほかの発達障害との併

存による行動面の困難も有していることがあるた

め、それぞれの子どもによってその特徴は大きく

異なる。行動面に困難があると読み書きへの対応

が遅れがちになることは指摘されているが、書字

困難の背景に関する認知面の困難も含めた書字困

難児の特徴がその後の経過にどのように影響する

のかといった実態に関する報告はほとんどない。

また、学習面の困難の気づきが遅れると学習意欲

が低下すると報告されているが、学習意欲が低下

した子どものその後の経過に関する情報も不足し

ている。

　そこで本研究では、書字に困難を抱える 4名の

小学生を対象に、保護者から聞き取ったこれまで

の日常生活や学校場面における行動面の特徴と複

数の神経心理学的検査からみた認知面での特徴を

明らかにし、これらの特徴の違いが書字困難児の

中学校進学までの経過とどのように関連している

のかを検討した。

Ⅱ．方法

１．対象児

　20XX 年 4 月～ 20XX+2 年 5 月の期間に、書字

の困難を主訴に北海道大学ディスレクシア支援室

に来談した小 4 男児 A、小 4 男児 B、小 6 男児 C、

小6男児 D の計4名（初診時の学年）を対象とした。

各対象児の保護者から学校場面や日常場面に関す

る中学校進学までの様子を確認した（Table 1）。

各対象児およびその保護者には本研究の趣旨を説明

し、協力への同意を得た。

２．神経心理学的検査

　各対象児の困難の背景を検討するために、複数

の神経心理学的検査を実施した（Table 2）。運動

技能検査である DCD-Q と運動技能チェック票は、

保護者に対しての質問紙であり、その他の検査は

子どもを対象にして行った。検査は、北海道大学
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ディスレクシア支援室で行われた。なお、4 名の

知能検査と B 児の書字検査には他の医療機関や

相談機関で行われたものも含んだ。

Ⅲ．結果

１．神経心理学的検査の結果

　「知能検査、書字検査、音読検査」の結果を

Table 3、「運動技能検査」の結果を Table 4、「視

覚認知検査」を Table 5 に示した。また、「視覚認

知検査」の Rey 複雑図形検査で描かれた模写描

画過程と遅延描画を Figure 1 に示した。

　WISC-Ⅳの結果から、書字困難児4名に共通して

ワーキングメモリに困難が認められた。STRAW-R

では、A 児と B 児に顕著な書字の困難が認めら

れた。D 児は漢字にのみやや書字の困難が見られ、

C 児は書字に対する抵抗が強く検査を実施できな

かったことから、困難と判断した。また、A 児と

B 児には読みの困難も見られた。

　DCD-Q、運動技能チェック票と WAVES の目

と手の協応の結果から、書字困難児 4名に共通し

て、巧緻性および目と手の協応に困難が認められ

た。運動技能チェック票では、B 児と D 児に巧

緻性の困難は認められなかったものの、DCD-Q

では総合点においてカットオフ値を下回っており、

下位項目では特に巧緻性/書字の得点が著しく低

かった。

　WAVES の視知覚と Rey 複雑図形検査の結果から、

Table 1　対象児の診断名とこれまでの経過

対象児 診断名 これまでの経過

A 児
（ 4 年生）

LD の
疑い

1年時より読み書きに困難が見られたため、支援を受けていた。3年時には漢字の書字に
苦手意識を持ち、書字に対する抵抗が強く、学習意欲の低下が見られた。また、授業中は
不注意な様子が見られており、休み時間は1人で過ごすことが多かった。5年時後半では、
友人と良好な関係が築けるようになり、また学習意欲の改善も見られた。

B 児
（ 4 年生）

ADHD
ASD
LD

1年時より書字に困難が見られ、授業中にノートを書こうとしなかった。また、不注意や
多動の傾向があり授業中の離席を認めたほか、級友とのトラブルが目立った。2年生に
進級しても学習面の改善が見られず、3 年時にも書字に対する強い抵抗や級友との
トラブルが見られたため、相談室を受診した。

C 児
（ 6 年生）

ADHD
LD

1 年時より書字に困難が見られた。担任からは、書字の困難を理解してもらえず、
叱られることが多く、適切な支援が受けられなかった。また、多動な様子や級友との
トラブルも見られた。3年時には、新しい担任に変わったが、既に書字に対する苦手が
定着しており、書字に対する抵抗が強く、不注意や学習面の困難は持続した。5年生以降
でも、書字に対する強い抵抗や対人関係での困難が依然としてあり、自尊感情の低下が
見られた。

D 児
（ 6 年生）

ADHD
読みに困難は見られなかったが、3年時に書字の困難に気付いた。この時に、何度書いても
漢字が覚えられず、書字が嫌いになり、漢字を書かなくなった。4年時に担任が漢字の
テストを工夫したことで、やる気は回復したが不注意な様子は依然として見られた。

Table 2　神経心理学的検査

検査 評価 検査名 出典

①　知能検査 知的能力 WISC-Ⅳ
（日本版 WISC-Ⅳ刊行

委員会，2014）

②　書字検査 書字の正確性
改訂版標準読み書きスクリーニ

ング検査（STRAW-R）
（宇野ら，2017）

③　音読検査 読み能力
特異的発達障害 診断・治療のた

めの実践ガイドライン
（稲垣ら，2010）

④　運動技能検査 運動能力
DCD-Q

運動技能チェック票
（Wilson et al., 2009）

（Hashimoto et al., 2020）

⑤　視覚認知検査
視覚認知能力
目と手の協応

Rey 複雑図形・WAVES
WAVES

（Rey, 1941）
（奥村・三浦，2014）
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Table 3　知能検査・書字検査・音読検査の結果

WISC-Ⅳ STRAW-R（書字） 音読検査（秒）

FSIQ VCI PRI WMI PSI ひらがな カタカナ 漢字 単音 単語 非単語 文章

A 児
89 87 89 76 99 ―

14/20 11/20 49.21s 35.41s 64.15s 14.30s

（ 4 年生） （-1.77SD）（-1.32SD）（2.5SD） （1.8SD） （2.2SD） （1.4SD）

B 児
86 103 85 82 81

16/20 9/20 13/20 44.85s 37.69s 82.48s 17.18s

（ 4 年生） （3.5SD）（-2.5SD）（-3.8SD）（1.85SD）（2.37SD）（3.77SD）（2.43SD）

C 児
73 91 71 82 67 ― ― ―

38.15s 22.56s 52.11s 7.26s

（ 6 年生） （1.8SD） （0.4SD） （1.2SD）（-1.1SD）

D 児
115 115 120 82 121

20/20 19/20 8/20
― ― ― ―

（ 6 年生） (0.2SD) （-0.1SD）（-1.3SD）

※ C 児は書字に著しい抵抗を示していたため、STRAW-R を実施しなかった

　D 児は読みに困難がなかったため、音読検査を実施しなかった

　WISC-Ⅳは 89以下の結果、STRAW-R は-1.0SD を下回った結果、音読検査は2.0SD を超えた結果を太字で示した

Table 4　運動技能検査の結果

DCD-Q 運動技能チェック票

運動中の
身体制御

巧緻性
書字

全般的な
協応性

総合 巧緻運動 粗大運動 ボール操作 総合

A 児
18/30 9/20 14/25

41/75 26 6 3 35

（ 4 年生） （DCD疑い≦57） （ 5 %tile：21） （ 5 %tile：14） （ 5 %tile：6） （ 5 %tile：38）

B 児
28/30 7/20 17/25

52/75 15 10 2 26

（ 4 年生） （DCD疑い≦57） （ 5 %tile：21） （ 5 %tile：14） （ 5 %tile：6） （ 5 %tile：38）

C 児
― ― ― ― ― ― ― ―

（ 6 年生）

D 児
10/30 7/20 11/25

28/75 15 16 6 37

（ 6 年生） （DCD疑い≦57） （ 5 %tile：20） （ 5 %tile：12） （ 5 %tile：4） （ 5 %tile：36）

※ DCD-Q は DCD の疑いだった結果、運動技能チェック票は 5%tile 値以上の結果を太字で示した

Table 5　視覚認知検査の結果

WAVES Rey 複雑図形

目と手の協応（全般） 目と手の協応（正確性） 視知覚 総合 模写 即時 遅延

A 児
（4年生）

72 95 ― ― 23.5/36 14/36 14/36

B 児
（4年生）

91 77 83 77 25/36 13/36 13/36

C 児
（6年生）

85 46 47 40 ― ― ―

D 児
（6年生）

97 67 115 98 32/36 27/36 30/36

※ A 児は WAVES を一部抜粋して行い、C 児は描きに著しい抵抗を示したため、Rey 複雑図形を実施しなかった
　WAVES は指数が 89 以下の結果を太字で示した
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A 児、B 児、C 児は視覚認知に困難が認められた。

Rey 複雑図形検査では、A 児と B 児は大きなまと

まりが捉えられず、パーツ毎に分けて細切れに描

いていた。D 児は周りの付属物を描きつつ外枠を

描いた後、内部をパーツ毎に描いていた。また、

部分的な要素に着目し描く場所が飛び飛びになっ

ており、視覚認知に著しい困難は見られなかった

が、形の捉え方が独特であった。

２．行動面の特徴と経過

　保護者から学校や家庭における様子の聞き取り

を行い、各対象児の行動的特徴、書字困難の表出

時期や支援が行われた時期などの経過をまとめた

（Table 6）。

　各対象児の経過から、4 名に共通して小学校低

学年時から書字困難が表出しており、小学 3年時

を境に書字への強い抵抗が見られ、学習意欲が低

模写描画過程１ 模写描画過程２ 模写描画過程３ 遅延描画

A 児
（ 4 年生）

B 児
（ 4 年生）

D 児
（ 6 年生）

Figure 1　Rey 複雑図形の模写描画過程と遅延描画

Table 6　対象児の経過と特徴

これまでの経過 行動的特徴

書字困難
表出時期

支援（配慮）
開始時期

学習意欲
低下時期

学習意欲
改善時期

不注意 多動
対人関係
の困難

A 児
（4年生）

小学 1年時 小学 1年時 小学 3年時 小学 5年時 あり なし なし

B 児
（4年生）

小学 1年時 小学 3年時 小学 3年時 改善なし あり あり あり

C 児
（6年生）

小学 1年時 小学 5年時 小学 3年時 改善なし あり あり あり

D 児
（6年生）

小学 3年時 小学 4年時 小学 3年時 小学 4年時 あり なし なし
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下していた。また、4 名とも個別の支援を受けて

いたが、中学校進学までに学習意欲が改善したの

は A 児と D 児の 2名だけであった。

　行動的特徴として、4 名に共通して不注意の傾

向が認められた。また、B 児と C 児は多動と対

人関係の困難も見られた。多動に関して、B 児と

C 児は授業中に離席することが多く、教師や級友

によく注意されていた。対人関係の困難では、両

者とも教師や級友とのコミュニケーションを上手

に取ることができず、B 児は口喧嘩や暴力等のト

ラブルが頻繁に起きており、C 児は級友たちから

いじめを受けていた。

３．書字困難児の特徴と経過との関連

　各種神経心理学検査の結果と聞き取りから示さ

れた書字困難児の認知面・行動面での特徴と中学校

進学までの経過との関連について整理する。4 名

の書字困難児には、ワーキングメモリ、巧緻性、

目と手の協応、視覚認知の困難と不注意が認めら

れ、小学 3年時に書字への強い抵抗を示し、学習

意欲が低下した点が共通していた。その後、学習

意欲が改善した A 児と D 児は、多動や対人関係

に困難がなく、書字困難の表出後 1年以内に読み

書きの支援を受けていた。一方で、学習意欲が改

善しなかった B 児と C 児は、多動で対人関係の

困難が見られ、書字困難への支援は困難が表出し

たのち 2年～ 4年遅れて行われていた。

　また、A 児と B 児は読みにも困難が見られたが、

経過との関連は明らかではなかった。

Ⅳ．考察

　本研究では、小学生の書字困難児を対象に、学

校や日常場面でのこれまでの経過と複数の神経心

理学的検査の結果から、書字困難児の特徴を明ら

かにし、特徴の違いが中学校進学までの経過とど

のように関係しているのかを考察した。

　本研究で対象となった 4名の書字困難児に共通

する書字困難の背景の認知行動的特徴として、

ワーキングメモリ、巧緻性、目と手の協応、視覚

認知の困難と不注意が認められた。ワーキングメ

モリに困難があると、多画数の複雑な漢字を書く

ことが難しくなり（河村ら，2007）、視覚認知に

困難を抱えると、漢字の構成要素をまとまりごと

に捉えることができず、個々のパーツとしてしか

捉えることができないため、漢字を覚えたり書く

ことが難しくなる（菅原・勝二，2013）。巧緻性

や目と手の協応に困難が見られると、字形が崩れ

やすくなり、素早く正確な文字を書き写すことも

難しくなる。また、不注意傾向があると、漢字細

部の見落としが増え、漢字書字において細部の誤

りを引き起こすことが指摘されている（勝二，

2021）。従って、これら書字に必要とされる複数

の機能の困難が、書字困難の背景要因であると推

察される。

　書字困難児の経過として、4 名とも共通して小

学校低学年時に書字困難が表出し、小学 3年時を

境に書字への強い抵抗が生じ学習意欲が低下して

いた。小学 3年頃になると、周りと自分との違い

に気付けるようになる自己客観視が出来るように

なり（酒井，2012）、書字のできない自分を客観

的に認知するようになる。自分が周囲のように素

早く正確に文字を書けないことに気づくことで、

自尊感情が低下し、学習意欲の低下に繋がった可

能性が推察される。また、小学 3年時以降に学習

する漢字は偏と旁で構成される複雑な漢字が増え

るため（文部科学省，2017）、より正確で細かな

運筆が必要とされる。そのため、巧緻性に困難が

あると、正しく書けない漢字が増え、書字への抵

抗が高まることが考えられる。従って、4 名とも

に小学 3年時を境に学習意欲が低下したのは、書

字に必要な機能の困難を複数持っていることで書

字の負担が大きかったこと、学習する漢字がより

難しくなったこと、同時期に自己客観視が出来る

ようになったことが関係していると推察される。

　学習意欲が低下した書字困難児 4名のその後の

経過において、A 児と D 児は進級後に学習意欲

が改善したが、B 児と C 児は中学校進学までに

学習意欲が改善しないという異なる経過を辿って

いた。両者の持つ特徴の違いとして、学習意欲が
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改善した A 児と D 児は多動と対人関係の困難は

見られなかったが、学習意欲が改善しなかった B 児

と C 児では、多動と対人関係の困難が認められ

ていたことが挙げられる。

　対人関係の困難な子どもは、周囲の期待に従お

うとすることが乏しく、学習に意欲を持ちにくい

場合がある。対人関係が良好だと、情緒的不満が

抑制され、安心し落ち着き、意欲をもって学習に

臨める（真田ら，2014）。B 児と C 児は周囲との

関係が不良であり、教師や級友ともトラブルが絶

えなかった。そのため、学習で分からないことを

周囲に聞くことが出来ず、学級が安心して学習に

取り組める環境ではなかったと考えられる。多動

な子どもは、着席し続けることに大きな労力を必

要とするため、目の前の学習に集中して取り組む

ことが難しい。このため、多動が著しいと教室内

での学習に抵抗を示すこともある。また、学齢期

の多動は対人関係の困難により二次的に表出する

ことがあり（松本，2020）、周囲との関係の悪さ

から学級内にいることが耐えられず、離席するこ

とで、学習時間が減少して苦手が定着した可能性

も考えられる。従って、多動と対人関係の困難そ

のものが、学習意欲の改善しない要因となった可

能性が示唆される。

　また、前述した通り、学校現場では行動面に困

難が見られると学習面よりも行動面の困難への対

応が優先される（藤岡ら，2015）。そのため、多動

と対人関係の困難が見られなかった A 児と D 児

に比べて、これらの行動上の困難が見られた B 児

と C 児に対する書字困難への対応が遅くなった

と推察される。書字困難の表出から 1年以内に書

字支援を受けていた A 児と D 児は、進級後に学

習意欲が改善し書字への抵抗も減少した。しかし、

書字困難の表出から書字支援までの時期が 2年～

4 年と遅かった B 児と C 児は、中学校進学まで

に学習意欲が改善せず、書字への抵抗も示してい

た。従って、多動と対人関係の困難を抱えていた

ために不適応の原因を見極めることが難しく、適

切な支援介入が遅くなり、本人にとって苦手な活

動が続いたことで、より書字への抵抗や嫌悪が定

着し、学習意欲の改善が著しく困難になった可能

性も考えられる。

　今後の研究として、本研究では対象者は 4名と

少数であったため、さらに人数を増やして検討す

る必要がある。また、書字困難児は小学 3年時に

学習意欲が低下することが示されたため、低学年

時での学習意欲の低下を防ぐ支援方法や学習意欲

が低下した際の適切な取り組みを検討する必要が

ある。特に行動面に困難を抱えていると進級して

も学習意欲が改善しない様子が確認されたため、

多動や対人関係に困難のある書字困難児であって

も学習意欲が改善するような適切な支援方法を検

討することが重要と思われる。

　本研究の結果から、書字困難児の認知面・行動

面に関する特徴は子どもによって大きく異なり、

特徴の違いは書字支援の開始時期とその後の学習

意欲の経過に影響していることが示唆された。認

知面において、複数の困難を持つ書字困難児は小

学 3年時に学習意欲が低下しがちであるが、行動

面に困難がない場合は、早期に適切な対応が可能

となり、学習意欲の改善が認められた。一方で、

行動面にも困難が見られると支援時期が遅れ、中

学校進学までに学習意欲が改善しないことが示唆

された。従って、多動と対人関係の困難のような

行動面での特徴が目立つ場合でも、書字困難への

対応を後回しにしないことが重要と思われる。
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Abstract

 When children with writing difficulties are handled inappropriately, their resistance to writing may 

increase and lead to a diminished motivation for learning. This study aimed to investigate the relationship 

between cognitive and behavioral features and the trajectory of four elementary school children with 

writing difficulties. Results showed that common cognitive difficulties these children struggled with were 

working memory, fine motor skills, visual-motor integration, visual perception, and persistence of attention. 

Also commonly observed was a decline in self-esteem, reducing their learning motivation around the third 

grade of elementary school. These attitudes are believed to arise because the kanji they learn become 

more complex in the third grade of elementary school, and they are able to view themselves objectively. 

Furthermore, in terms of behavioral difficulties, it was suggested that hyperactivity and interpersonal 

challenges hamper identification of the cause of the maladjustment and they receive writing support too 

late, making it significantly more difficult to improve resistance to writing and learning motivation. 

Therefore, it seems important to provide support for these children as early as possible, even if they have 

hyperactivity and interpersonal issues.

Key Words：Writing difficulties, Learning motivation, Cognitive features, Behavioral features 




